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 要 旨   

 

目的： 

自傷行為と自殺などのリスクとの関連を男女別に検討した報告は少なく、性別、自傷、自殺の

関連については結論づけられていない。本研究では、思春期における自傷行為と自殺等のリス

クとの関連を男女別に検討した。 

方法： 

2001 年から 2015 年までにストックホルムにおけるコホート研究 (CAMHS)に参加した 0-17

歳の 110072人を対象とし、2015年まで追跡した。Cox比例ハザードモデルを用い、自傷行為

のある者における、アルコール乱用、薬物乱用、精神科入院、犯罪および自殺のハザード比 (HR)

および 95%信頼区間 (CI)を男女別に算出した。 

結果： 

追跡期間の中央値は 5.8 年であった。自傷行為は男性の 2.2%、女性の 8.7%に認めた。男女と

もに、自傷行為のある群でアルコール乱用 (男性：HR 8.0, 95%CI 6.6-9.8, 女性: HR 8.6, 95CI 

7.8-9.5)のリスクが高かった。同様に、薬物乱用のリスクは高く、HRは、自傷行為ある女性 (HR 

11.2, 95%CI 9.9-12.7)の方が自傷行為のある男性 (HR 6.5, 95%CI 5.2-8.0)よりも高値であっ

た。また、男女ともに、自傷行為のある群で、将来の自殺リスクが高かった (男性：HR 10.7, 

95%CI 3.2-35.2, 女性: HR 9.1, 95CI 4.3-19.1)。これらの関連は、社会的要因および追跡開始時

の年齢で調整後、弱まるものの有意であった (男性：HR 4.7, 95%CI 1.1-20.1, 女性: HR 7.8, 

95CI 3.7-16.7)。 

結論： 

男女ともに、自傷行為のある群は、自殺リスクだけでなく、アルコール、薬物乱用などの重要

なリスク因子であることが示された。 

 


